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ボストンの気候テック・エコシステム 

 

1. はじめに 

ボストン都市圏には、マサチューセッツ工科大学（Massachusetts Institute of Technology：MIT）やハ

ーバード大学（Harvard University）といった著名な研究大学が拠点を構えており、民間企業や連邦リソ

ースも集まっている。ボストンは、特にライフサイエンス・バイオクラスターとして知られているが、調査会

社 PwC の 2021 年気候テックレポート（State of Climate Tech 2021）では気候テック分野の投資ハブとし

て世界 5 位につけ、調査会社 Saoradh Enterprise Partners（SEP）の 2021 年全米クリーンテック・イノベ

ーション・ハブ（The 2021 Cleantech Innovation Hubs Survey）ランキングでは、ベイエリアに次いで 2 位

に評価されるなど、気候変動技術（気候テック）の領域においても全米有数の地域として確立している。 

【投資ハブ世界上位 5 都市（2020 年下半期～

2021 年上半期）】 

1 位 サンフランシスコ・ベイエリア 

2 位 ロンドン 

3 位 ベルリン 

4 位 ニューヨーク 

5 位 ボストン 

出典：PwC “State of Climate Tech 2021” 

 

【2021 年全米クリーンテック・イノベーション・ハ

ブ・ランキング】 

1 位 ベイエリア 

2 位 ボストン 

3 位 ニューヨーク 

4 位 ロスアンゼルス 

5 位 コロラド・クリーン・レンジ 

出典：SEP” The 2021 Cleantech Innovation Hubs 

Survey” 

ライフサイエンスも気候変動関連技術も、大学・研究機関などから生まれた科学的発見や技術的革

新を元とするディープ・テクノロジー（ディープテック）という点で共通している。ディープテックは、アイデ

ア段階から商業化に至るまでに長い年月と多額の資金を要し、多くの場合、科学者である起業家は、商

業化のための経営知識・戦略、チーム作り、ネットワークが必要となると同時に、活動スペース（ラボス

ペース）や設備など、開発や実証に必要なハード環境も確保しなければならない。そのため、一般的な

スタートアップ支援やテック・スタートアップを取り巻く成長環境だけでは不十分であり、科学者の起業と

成長を支える、ソフト・ハード両面での専門的な支援環境が極めて重要となる。つまり、大学研究の段階

から、商業化段階の間の資金ギャップ・支援ギャップをいかに埋めるかが課題となる。 

ボストンには、気候テック領域で有望技術や起業家を輩出する MIT をはじめとした高等教育・研究機

関、インキュベーター・アクセラレーター、州政府関連機関など、初期段階の気候テック・スタートアップを

支援・育成する多様な専門機関が存在する。そして、これらの大学や支援機関には、起業家/スタートア

ップ、卒業生/卒業企業、メンター陣、ベンチャーキャピタルなどとの、それ自体がエコシステムと呼べる

ような独自のコミュニティやネットワークがあり、さらに各大学・機関間の相互作用によって、ボストン地

域に強靭な気候テック・エコシステムが形成されている。 

本レポートでは、ボストンの気候テック・エコシステムを構成する、主要機関に焦点を当て、各機関の

概要と共に、気候テック・スタートアップがその成長過程で、各機関からどのような支援を受け、それらの

支援がどのように結びついているかの一端を例示しながら、ボストン地域の気候テック・エコシステムの

広がりと深みを概観する。 

https://www.pwc.com/gx/en/services/sustainability/publications/state-of-climate-tech.html
https://www.saoradh.com/blog/sep-releases-2021-cleantech-innovation-hubs-survey
https://www.saoradh.com/blog/sep-releases-2021-cleantech-innovation-hubs-survey
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2. ボストン地域の気候テック・エコシステムを取り巻く環境 

(1) 市場状況 

ボストンを含むマサチューセッツ州において、クリーン・エネルギー産業は成長産業の一つとして州の

経済成長に貢献している。 

・ 州のクリーン・エネルギー産業の総生産は 142 億ドル（2021 年）で、全産業の州内総生産（Gross 

State Product）に占める割合は 2.2%にすぎないが、2012 年から 2021 年の間に、クリーン・エネルギ

ー産業の総生産は 55%増加し、同期間における全産業の増加（43%）を上回る成長を見せている。1 

・ 2010 年の時点で 6 万人程度だった同産業の直接雇用は、2022 年には 10 万人以上に増加してお

り、この期間に新たに創出された雇用およそ 4 万 4 千人は全産業の新規雇用数の 14%を占める。2 

・ クリーン・エネルギー・ビジネス数は、2019 年をピークに減少したものの、2015 年から 2022 年の間

に、700 社以上増加している。3 

【マサチューセッツ州におけるクリーン・エネルギー産業の総生産額推移】          単位：10 億ドル 

  

2022 Massachusetts Clean Energy Industry Report を基に作成 

【マサチューセッツ州におけるクリーン・エネルギー産業の雇用推移】                 単位：人 

 

2022 Massachusetts Clean Energy Industry Report を基に作成 

【マサチューセッツ州におけるクリーン・エネルギー・ビジネス数の推移】4 

 
Massachusetts Clean Energy Industry Report（2019 及び 2022）を基に作成  
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https://www.masscec.com/sites/default/files/documents/2022%20Massachusetts%20Clean%20Energy%20Industry%20Report_Final.pdf
https://www.masscec.com/sites/default/files/documents/2022%20Massachusetts%20Clean%20Energy%20Industry%20Report_Final.pdf
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 カリフォルニア州やニューヨーク州などと比較すると、マサチューセッツ州は人口や GDP など市場全体

の規模では劣ってしまうが、特定の産業や密度（人口比）に着目すると見え方が異なってくる。州ごとの

クリーンテック企業数は、カリフォルニア州が 2,003 社と圧倒的な一位であるが、人口 100 万人当たりで

は、逆に、マサチューセッツ州（MA）がカリフォルニア州（CA）を逆転し一位となる。5 

【人口 100 万人当たりのクリーンテック企業数】 

 

出典：The Energy Futures Initiative (EFI) & The University of Maryland Global Sustainability Initiative (GSI) 

 

(2) 人材 

 ライフサイエンスや気候テックなどディープテックの領域では、科学（Science）、技術（Technology）、工

学（Engineering）、数学（Mathematics）の頭文字をとった STEM 分野における高度人材がイノベーション

の源泉となる。マサチューセッツ州には、MIT やハーバード大学など世界最高峰の大学が集積しており、

同州の人口 100 万人当たりの STEM 分野の学位取得者数は、他州を引き離しダントツの一位である。6 

【人口 100 万人当たりの STEM 分野の学位取得者数（2019-2020）】 

 

https://cgs.umd.edu/sites/default/files/2020-02/Final_Regional%20Innovation%20Report_2.20.20.pdf
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出典：The Innovation Institute at the MassTech Collaborative 

 

STEM 人材の集積は、研究力の高さの裏付

けでもあり、特許数という形で現れる。 

・ 2020 年、マサチューセッツ州から全米 4 位

の 8,790 の特許が生まれた。7 

・ マサチューセッツ州（MA）の 100 万人当たり

の技術特許数は、カリフォルニア州（CA）を

押さえ全米一位である。8 

・ クリーン・エネルギー特許数も伸びており、

2010 年から 2021 年に 146%増加した。9 

・ クリーン・エネルギー特許数とクリーンテッ

ク企業数に正の相関が確認されている。10 

【クリーンテック企業(縦)とクリーン・エネルギー特許(横)】 

 

 出典：Regional Clean Energy Innovation 

【特許発行数（マサチューセッツ州）】 

 
 

【人口 100 万人当たりの技術特許数（2018 年）】 

 

出典：The Innovation Institute at the MassTech Collaborative 

【マサチューセッツ州におけるクリーン・エネルギー特許数の推移】 

 

出典：2022 Massachusetts Clean Energy Industry Report を基に作成 
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https://masstech.org/sites/default/files/2022-08/MAInnovationIndex-2022-8-24.pdf
file:///C:/Users/Director/Desktop/Regional%20Innovation%20Report.pdf
https://masstech.org/sites/default/files/2022-08/MAInnovationIndex-2022-8-24.pdf
https://www.masscec.com/sites/default/files/documents/2022%20Massachusetts%20Clean%20Energy%20Industry%20Report_Final.pdf
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3. 全米最大の気候テック・インキュベーター：グリーンタウン・ラボ（Greentown Labs）  

グリーンタウン・ラボは北米最大の気候テック・インキュベーターであり、ボストンの気候テック・エコシ

ステムの中でも存在感を放っている。2011 年、気候テック・スタートアップ 4 社（Promethean Power 

Systems, Altaeros Energies, Coincident （現Embue）, OsComp Systems（現Reach Production Solutions））

の共同活動スペースからスタートしたグリーンタウン・ラボは、スタートアップ同士が技術的なヒントを交

換し、技術的な問題点があるときはこのスペースに所属するエンジニアに問題の解決を手伝ってもらう

など、技術的・革新的な解決策を生みだしながら、メンバー企業と共に成長してきた。11 

・ グリーンタウン・ラボは、マサチューセッツ工科大学（MIT）やハーバード大学があるケンブリッジ

に近い、サマービルを拠点とし、グリーンタウン・ラボがこれまで支援した 500 社以上に及ぶ企

業は、40 億ドル以上の資金調達に成功し、9,000 以上の雇用を創出している。12  

・ 支援スタートアップの生存率は 94％を誇る。13  

・ 現在、ボストンのグリーンタウン・ラボでは、およそ 150 社、ヒューストンと合わせると 200 社以

上がメンバーとなっている。14 

【グリーンタウン・ラボ外観（サマービル）】 

 

執筆者撮影（2022 年 11 月） 

作業スペースを貸し出すハード面での支援だけでなく、企業スポンサーとの連携機会や投資家とのネ

ットワーキング機会など提供することで、グリーンタウン・ラボをハブとした気候テック・コミュニティが形成

されている。 

・ パートナー企業との連携プログラム「グリーンタウン・ゴー（Greentown Go）」では、建物、エネル

ギー、食、製造業、交通の 6 分野で、アド・ホックなコーポレート・プログラムを実施している。15 

・ 例えば、製造業分野のプログラム「Go Make」では、2022 年に、パートナー企業である北米三菱

商事が、シリコンバレーで立ち上げた日系企業同士のビジネス共同研究室「M-Lab」のメンバ

ー企業 8 社、そして、厳選されたグリーンタウン・ラボのメンバー5 社と共に、製造業サプライチ

ェーンにおける脱炭素化をテーマとした、6 か月間のコホートを実施した。16 

https://greentownlabs.com/
https://greentownlabs.com/members/promethean-power-systems/
https://greentownlabs.com/members/promethean-power-systems/
https://greentownlabs.com/members/altaeros/
https://greentownlabs.com/members/embue/
https://greentownlabs.com/members/oscomp-systems/
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・ 投資家プログラムでは、投資家の優先事項に応じたスタートアップ紹介、スタートアップの資金

調達活動状況のレビュー提供、投資家とスタートアップとの個別面談のあっせん、投資家との

ネットワーク・セッションなどを通じて、投資家とスタートアップとのマッチングを支援している。17 

グリーンタウン・ラボには、州外・海外からも多くのスタートアップが集まってくるが、最も大きな割合を

占めるのは、州内のスタートアップである。グリーンタウン・ラボのメンバー企業や卒業企業の足跡を辿

ると、州内の大学出身者が起業し、マサチューセッツ州関連政府やボストン地域のアクセラレーターなど

から支援を受けながら開発を進めるというケースが多くみられる。ボストン地域には気候テック領域のス

タートアップが成長するための環境があることで、地域外からもスタートアップや資金、技術を探索する

大手企業などを呼び込んでおり、さらなる好循環を生み出している。次項以降では、ボストンの気候テッ

ク・エコシステムを取り巻くプレーヤー同士の相互作用を見るため、グリーンタウン・ラボのメンバー企業

との関係性を糸口に、エコシステムを構成する主要プレーヤーを取り上げていく。 

 

ケース・スタディ 1: Form Energy 

（概要） 

・ ボストン北西の都市サマービルに拠点を置く Form Energy は、再生可能エネルギー移行の

促進に向けて低コストながら長時間エネルギーが貯蔵できるシステムを開発している。 

・ 同社の手掛ける鉄空気電池（iron-air battery）システムは、既存のエネルギー貯蔵システム

の放電時間が数時間であるのに対し、最大で 100 時間という長時間の放電が可能であり、

20 ドル以下／キロワット時という低コストで大量充電できるのが特徴である。18  

（成長プロセス） 

・ 電気自動車最大手 Tesla の定置型エネルギー貯蔵部門の元幹部である Mateo Jaramillo 氏

（現在は Form Energy の最高経営責任者）や、MIT の材質科学・工学教授である Yet-Ming 

Chiang 氏（Form Energy では最高技術責任者）らが 2017 年に設立した。19 

・ 同社は、オランダの鉄鋼大手 ArcelorMittal や、Bill Gates 氏が創立したクリーン技術ファン

ド Breakthrough Energy Ventures、テクノロジー系投資運用会社 Coatue 等から、2021 年 8

月にシリーズ D ラウンドで 2 億 4,000 万ドルを調達したほか20、2022 年 10 月には、同じく

ArcelorMittal や BEV、Coatue 等からシリーズ E ラウンドで 4 億 5,000 万ドルを集めた。21  

・ Form Energy の評価額は 2021 年 8 月時点で 12 億ドルに達しており、累計調達額は 2022

年 11 月時点で 8 億ドルを超えている。22 MIT からスピンアウトして設立された支援機関

「The Engine」はシリーズ A 以降、すべてのラウンドで投資に参加している。23  

・ Form Energy は、グリーンタウン・ラボのメンバーであり、Form Energy の政策・規制部門バ

イス・プレジデントである Nidhi Thakar 氏は、グリーンタウン・ラボの理事を務めている。24 

 

4. ボストンの気候テック人材の源泉：マサチューセッツ工科大学（MIT） 

グリーンタウン・ラボのメンバー企業・卒業企業の創業者は、マサチューセッツ州内の大学出身者で

あることが多い。特に、マサチューセッツ工科大学（MIT）出身者が創業したスタートアップは、グリーンタ

ウン・ラボの全メンバー企業・卒業企業の中で最も多いおよそ 4 分の 1 を占める。25 このことは、MIT が

ボストンにおける気候テック人材の源泉となっていることを物語っている。本項では、気候テック領域の

起業家やスタートアップが活用する、MIT の支援プログラムやコミュニティを概観する。 
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(1) 起業支援：MIT Venture Mentoring Service (MIT VMS)  

MIT ベンチャー・メンタリング・サービスは、MIT 在学/出身の起業志望者や起業経験者と MIT のメンタ

ー陣のマッチングによる、無料の教育サービスである。26 

・ チーム及び個別メンタリングを中心に、知財、財務、人事などの専門家から助言を得られるオ

フィス・アワーやブートキャンプ、投資家に対してピッチを行うデモデイ、他のベンチャーとのネッ

トワークなどの追加プログラムも用意されている。27 

・ MIT ベンチャー・メンタリング・サービスには 190 人以上のメンターが登録されており、2000 年の

創設以来、3,600 人以上がメンター支援を受け、400 以上のベンチャー企業が誕生している。28 

・ MIT ベンチャー・メンタリング・サービスの支援を受けたベンチャーが獲得した資金は 90 億ドル

を超える。29 

・ MIT ベンチャー・メンタリング・サービスは、大学や経済支援機関によるベンチャー支援モデルと

して横展開されており、全米 28 州、世界 26 か国から 117 の組織が、MIT が提供するトレーニ

ングを受講した。30 

（サービス・フロー） 

・ MIT ベンチャー・メンタリング・サービスでは、起業家が登録すると、事務局によって作成された

ベンチャー企業の概要をメンター陣が受け取り、関心の有無を示す。31 

・ 関心を示したメンターの中から 2～4 名程度のメンター・チームが構成される。32 

・ チーム編成は時間と共に変更されることが多く、メンタリングの頻度やメンターの関わる期間は、

起業家の意向やメンターとの関係性による。33 

（グリーンタウン・ラボとの関係性） 

・ 現在、MIT ベンチャー・メンタリング・サービスには 15 社が登録されており、うち 3 社（Accion 

Systems, bevi, Embr Labs）はグリーンタウン・ラボの卒業企業である。34  

・ この他にも、MIT 出身のグリーンタウン・ラボ・メンバーのうち、MIT ベンチャー・メンタリング・サ

ービスの利用経験者は多い。 

・ グリーンタウン・ラボの創設企業のひとつである、Altaeros や Promethean Power Systems も、

同サービスを利用した経験をもつ。35 

【MIT ベンチャー・メンタリング・サービスの利用経験のある主なグリーンタウン・ラボ・メンバー】 

企業名 開発技術、製品 

Accion Systems 人工衛星の効率的な推進エンジン 

Altaeros  自律型軽航空機（2022 年に北海道宇宙センターで打ち上げ試験） 

Bevi オフィス用水サーバー 

Embr Labs ウエラブルデバイスによる温熱ウェルネス技術 

Promethean Power Systems 冷凍用途のモジュール式エネルギー貯蔵システム 

 

(2) アクセラレーター・プログラム：MIT delta v  

 MIT delta v は、起業を目指す MIT 学生向けに開発された教育アクセラレーター・プログラムである。 

・ 2012 年に始まった MIT delta v は、2021 年までの 10 年間で 181 チーム、692 名が参加した。36 

・ うち 61％のプロジェクトは、今日まで生存しているか、買収によりエグジットを果たしている。37 

・ 参加チームの 63%が資金調達に成功し、合計で 10 億ドルを超える。38 

https://vms.mit.edu/
https://accion-systems.com/
https://www.altaeros.com/
https://www.bevi.co/
https://embrlabs.com/
https://coolectrica.com/
https://entrepreneurship.mit.edu/accelerator/program/
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（プログラム・フロー） 

・ 参加チームは、6 月から 9 月初旬のおよそ 3 か月間、チーム同士のピア・ラーニング、専門家

による 1 対 1 のメンタリングやセミナーなどを通して、ビジネスプランを練り上げる。39 

・ 各チームは受講期間中、毎月 2,000 ドルの奨励金が給付され、事前に設定したマイルストーン

の達成度に応じて、最大 2 万ドルまで無償の追加資金を得ることができる。 

・ プログラムの最終段階では、ボストン、ニューヨーク、サンフランシスコ/シリコンバレーの3 か所

で投資家向けのピッチ（デモデイ）が開催される。40 

（他機関との関係） 

・ MIT delta v に参加した全チーム中、38%が、Y Combinator（Y コンビネーター）、Techstars（テッ

クスターズ）、MassChallenge（マスチャレンジ）といった有名アクセラレーターに採択されている。

41  

（グリーンタウン・ラボとの関係性） 

・ MIT delta v からは、気候テック・スタートアップも誕生している。 

・ グリーンタウン・ラボのメンバー/卒業企業のうち 8 社が、MIT delta v に参加した経験をもつ。42 

【MIT delta v の参加企業のうち、グリーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業】 

企業名 開発技術、製品 

Accion Systems 人工衛星の効率的な推進エンジン 

Acoustic Wells 油田の生産効率向上を目的とした IoT ソリューション 

AdaViv 温室・屋内農業向けの AI モニタリング・プラットフォーム 

Biobot Analytics 下水道からウイルス、バクテリア等を検出・解析 

Embr Labs ウエラブルデバイスによる温熱ウェルネス技術 

Haystack Ag 高精度な土壌炭素測定ソリューション 

Infinite Cooling 産業用設備の排水を高電圧電界で回収・再利用 

Loci Controls 埋立地でメタンガス回収を最適化するクラウド型プラットフォーム 

 

(3) アーリー・ステージのタフ・テック・スタートアップ支援：The Engine 

 The Engine は、2016 年に MIT のスピンアウトで設立された、アーリー・ステージの支援機関であり、投

資機能、インキュベーター機能、ネットワーク機能を備える。 

（投資機能）43 

・ 気候変動を含めグローバル課題に対し最先端の技術でアプローチするタフ・テック（Tough 

Tech）企業を対象に投資を行う。 

・ 投資対象は必ずしも MIT 発スタートアップに限らない。 

・ 設立以来 44 社に投資を実行し、ポートフォリオ企業は The Engine からの投資も含め 41 億ドル

以上の資金を調達している。44  

（インキュベーター機能）45 

・ 2022 年に、マサチューセッツ州ケンブリッジに、ウェットラボ・スペースを備えた 15 万平方フィー

ト（約 14,000 ㎡）の新拠点「The Engine at 750 Main」を開設した。 

・ この新拠点は、タフ・テック領域のエコシステムを育てることが目的とされており、入居対象は、

The Engine の投資企業に限らず、タフ・テック領域のスタートアップに開かれている。46  

https://accion-systems.com/
https://www.acoustic-wells.com/
https://www.adaviv.site/
https://biobot.io/
https://embrlabs.com/
https://www.haystackag.com/
https://www.infinite-cooling.com/
https://www.locicontrols.com/
https://engine.xyz/
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（ネットワーク・育成機能）47 

・ The Engine はポートフォリオ企業と大企業、投資家、政府などとのネットワーク機会「Tough 

Tech Summit」と「Provocations」）を提供している。 

・ MIT 出身に限らず、起業と商業化に関心のあるポスドク、研究者、教員などへの教育プログラ

ム「Blueprint」と「Whiteboard」を提供している。 

（グリーンタウン・ラボとの関係性） 

・ The Engine の投資先 44 社のうち 8 社は、グリーンタウン・ラボのメンバー/卒業企業である。48 

・ The Engine Blueprint プログラムに、FORAY Biosciences や SiTration など、複数のグリーンタ

ウン・ラボ・メンバー/卒業企業が参加している。49 

【The Engine の投資先のうちグリーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業】 

企業名 開発技術、製品 

Biobot Analytics 下水道からウイルス、バクテリア等を検出・解析 

FORAY Bioscience 木を伐採せずに木製品を生み出すバイオテクノロジー 

Form Energy 再生可能エネルギーの貯蔵システム 

Mantel 溶融塩を利用した二酸化炭素の回収新技術 

Osmoses 透過性と安定性を備えた化学分離用の膜材料 

RISE Robotics 油圧システムに代わる、電動重機械の次世代技術 

Sublime Systems セメントの脱炭素化 

Syzygy Plasmonics 熱ではなく光触媒による化学製造の電化、水素ガス製造 

 

(4) MIT の起業・スタートアップへの多様な支援 

MIT は、上記以外にも、MIT 学生/出身起業家向けに様々な支援策を用意している。ここでは、気候テ

ック・スタートアップへの支援に焦点を絞り、グリーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業に活用された実績

のある主な機会を紹介する。 

プログラム/機会 概要 グリーンタウン・ラボとの関係 

77 MIT を卒業した創業者限定のシ

ード・キャピタル。 

公開ポートフォリオ 27 社中、3 社

がグリーンタウン・ラボ・メンバー50 

アイデア・ソーシャル・イノベ

ーション・チャレンジ 

20 年以上の歴史を持つ賞金付き

の社会起業家プログラム。 

Biobot Analytics と Bevi が受賞経

験。51 

MIT 気候・エネルギー賞 2007 年開始の気候テック賞金コ

ンテスト(旧 Clean Energy Prize）。 

受賞者の中から多くがグリーンタ

ウン・ラボ・メンバーに。52 

MIT $100K アントレプレナ

ーシップ 

1990 年から続く MIT 学生向けの

ビジネス・プラン・コンテスト。 

Acoustic Wells, Infinite Cooling, 

Osmoses が過去に優勝。53 

MIT Deshpande センター 2002 年設立の研究支援センタ

ー。(助成金とメンターシップなど） 

スピンアウト 48 社中、3 社がグリ

ーンタウン・ラボ・メンバーに。54 

MIT デザイン X 2006 年 に 建 築 ・ 計 画 学 部

（SA+P）に開設されたアクセラレ

ーター。 

Adaviv, Biobot Analytics が過去に

参加。55 

https://biobot.io/
https://www.foraybio.com/
https://formenergy.com/
https://mantelcapture.com/
https://osmoses.com/
https://www.riserobotics.com/
https://sublime-systems.com/
https://plasmonics.tech/
https://77.xyz/
https://pkgcenter.mit.edu/programs/ideas/
https://pkgcenter.mit.edu/programs/ideas/
https://biobot.io/
https://www.bevi.co/
https://cep.mit.edu/
https://www.mit100k.org/
https://www.mit100k.org/
https://www.acoustic-wells.com/
https://www.infinite-cooling.com/
https://osmoses.com/
https://deshpande.mit.edu/
https://designx.mit.edu/
https://www.adaviv.site/
https://biobot.io/
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MIT サンドボックス・イノベ

ーション・ファンド 

2016 年開始のシード資金提供、

メンタリング等を含むプログラム 

Biobot Analytics や AeroShield な

どが過去に参加。56 

The E14 ファンド MIT 発のディープテック・スタート

アップを対象とした投資ファンド。 

公開ポートフォリオ 64 社中、2 社

がグリーンタウン・ラボ・メンバー57 

【77, The E14 投資先のうちグリーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業】 

企業名 開発技術、製品 

Acoustic Wells 油田の生産効率向上を目的とした IoT ソリューション 

AeroShield シリカエアロゲルの技術を応用した超断熱ガラス 

Gaia AI ドローン、LiDAR、コンピュータービジョンなどによる森林データ収集 

SiTration 最も過酷な環境での効率的な分離を目的とした、超耐久性のろ過膜 

 

(5) MIT の気候テック・リサーチ・コミュニティ 

社会実装可能な気候変動のソリューションを生み出すには学際的な研究やセクター横断的な連携が

必要となる。MIT では、気候テック領域の研究を支援するイニシアチブやコミュニティが組織されている。 

コミュニティ/イニシアチブ 概要 

MIT エネルギー・イニシア

チブ(MITEI) 

2006 年発足の MIT エネルギー・イニシアチブは、教員、学生、スタッフを

結びつける MIT のエネルギー研究、教育、アウトリーチのハブである。 

・ MIT 研究者を結集し、産業界や政府との連携を促進し、MIT 全体

で数百の研究プロジェクトを支援している。 

・ 研究開発や成果を教育に取り入れ、スポンサー付きの研究機会

やプログラムを通じて学生の応用学習体験を促進している。 

・ 研究報告書を通じて公共政策に情報を提供するだけでなく、学内

でイベントを主催・後援する他、教員やスタッフの外部イベントへの

参加を支援している。 

MIT エネルギー・気候クラ

ブ 

2004 年設立の MIT エネルギー・気候クラブは、エネルギーと気候変動

に情熱を持つ学生と地域を結び付けるプラットフォームである。 

・ エネルギー・ナイトは、気候変動ソリューションを議論する無料公

開イベント。2022 年は、500 人以上が参加した。 

・ エネルギー・カンファレンスは、学生が運営する全米有数のエネル

ギー会議で、600 人以上の参加者を集める。 

・ エネルギー・ハックでは、ハッカーがエネルギー産業における実際

の課題に対するソリューションを競う。 

・ エネルギー・気候キャリア・フェアは、気候分野の合同就職説明会

である。スタートアップも多く参加している。 

MIT 環境ソリューション・イ

ニシアチブ（ESI） 

2014 年発足の環境ソリューション・イニシアチブは、環境と持続可能性

における喫緊の課題に対する学際的な解決策を調整・開発する。 

・ ESI のシードグラント・プログラムは、MIT 全体で 15 件の複数研究

者プロジェクトに資金を提供している。 

・ 「環境と持続可能性」の副専攻など、教育活動を促進している。 

https://sandbox.mit.edu/
https://sandbox.mit.edu/
https://biobot.io/
https://www.aeroshield.tech/
https://www.e14fund.com/
https://www.acoustic-wells.com/
https://www.aeroshield.tech/
https://www.gaia-ai.eco/
https://sitration.com/
https://energy.mit.edu/
https://energy.mit.edu/
https://mitec-club.org/
https://mitec-club.org/
https://mitenergynight.org/
https://mitenergyconference.org/
https://mitec-club.org/energyhack/
https://mitec-club.org/energy-and-climate-career-fair
https://environmentalsolutions.mit.edu/
https://environmentalsolutions.mit.edu/
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・ 環境政策問題を評価する産業界や政府に MIT の学生を派遣し、

調査・分析をサポート。ジャーナリスト向けのフェローシップ・プログ

ラムや気候変動への市民理解向上のためのポータルサイトなど。 

MIT 気候・サステナビリテ

ィ・コンソーシアム(MCSC) 

2021 年発足の MCSC は、影響力のある産業界のリーダーを招集し MIT

の現在の取り組みを増幅・拡大する新たな協力の機会を創出する。 

・ 企業の目標をバリューチェーンにリンクさせ、シナジーを高め、盲

点を見つけるための戦略を立てる。 

・ 業界横断的な技術、プロセス、組織の改革を実施し、定義し、設計

し、試行する。 

・ サステナビリティの実践を従業員や大学教育に浸透させるための

教育を行う。 

 

補足：MIT の起業家支援 

InnovationHQ 

上述した MIT の支援機会は、MIT が提供する起業・スタートアップ支援の一端に過ぎない。MIT は、ス

タートアップ企業の誕生を後押しするイノベーション・エコシステムを長年に亘って構築してきた。そうした

中、大学横断型のイノベーション・イニシアチブ MIT Innovation Initiative（MITii）を立ち上げ、MIT 工学部

（School of Engineering）や MIT スローン経営大学院（MIT Sloan School of Management）が中心となっ

て、MIT におけるイノベーション推進戦略等を策定している。58  

MITii の具体的な機能・役割には、①イノベーションや起業に携わる MIT 学生、教育プログラム、施設

のネットワークの促進、②MIT で成果を上げているイノベーション及び起業関連プログラムの MIT 学生

や外部パートナー組織への紹介、③イノベーションに関する新しい教育や研究プログラム、施設の創出

を通じた成長機会の特定などが含まれている。59 2020 年には、2 万 5,000 平方フィート（約 2,323 平方メ

ートル）を超えるイノベーション・起業支援の新拠点 InnovationHQ が開設され、MITii の機能は

InnovationHQ 本部（Office of InnovationHQ）に移行された。60  

InnovationHQ には、コワーキングスペース、研究プログラム関係者や研究者向けのオフィス、会議室

等が用意されており、MIT 学生、教員、研究者、そして Kendall Square コミュニティがイノベーションや起

業に関するアイデアを共有できる空間となっている。現在同センターには、MIT のイノベーション関連の

イニシアチブ・プログラムである 9 つの組織/プログラムが入居している。 

・ MIT Deshpande Center for Technological Innovation（工学部に設置された起業支援組織） 

・ Legatum Center for Development & Entrepreneurship（グローバルなフェローシップコミュニティ） 

・ MIT Mission Innovation X（テクノロジー・インキュベーター&アクセラレーター） 

・ NE I-Corps（科学者・エンジニアのための起業トレーニング・プログラム） 

・ Office of InnovationHQ（InnovationHQ 本部） 

・ MIT Sandbox Innovation Fund Program（シード資金提供、メンタリング等起業プログラム） 

・ MIT Venture Mentoring Service（MIT ベンチャー・メンタリング・サービス） 

・ MIT Voxel Lab（音楽・芸術のプロトタイピング・スペース、芸術分野スタートアップ支援） 

・ MIT Student Venture Studio（イノベーション・起業に携わる学生組織） 

https://impactclimate.mit.edu/
https://impactclimate.mit.edu/
https://deshpande.mit.edu/
https://legatum.mit.edu/
https://mix.mit.edu/
https://icorps.mit.edu/
https://innovation.mit.edu/
https://sandbox.mit.edu/
https://vms.mit.edu/
https://voxel.mit.edu/
https://ihq.mit.edu/student-community/student-venture-studio/
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Martin Trust Center for MIT Entrepreneurship 

Martin Trust Center for MIT Entrepreneurship は、MIT スローン経営大学院（MIT Sloan School of 

Management）が主導する起業支援センターである。 

・ 同センターが主催するプログラム（t=0（関心喚起）, StartMIT（入門）, MIT Fuse（マイクロ・アクセ

ラレーター）, MIT delta v（アクセラレーター）,インターンシップ）などを通して、MIT の学生が起

業家になるために必要な専門知識、サポート、人脈を提供している。61 

・ これらのプログラムを実施する上で、学生へのメンターを務めてくれる客員起業家（EIRs）が重

要な資源となっている。62 

・ 同センターでは、これらのプログラムを含め、MIT が提供する起業教育プログラムを時系列に

体系化している。（下図） 

・ 同センターは、全学部、全学科のすべての MIT 学生を対象としている。 

 

【MIT における起業プログラム（時系列）】 

 

 

出典：Martin Trust Center for MIT Entrepreneurship 2022 Annual Report 

 

https://entrepreneurship.mit.edu/
https://entrepreneurship.mit.edu/t0/
https://entrepreneurship.mit.edu/startmit-iap/
https://entrepreneurship.mit.edu/mit-fuse/
https://entrepreneurship.mit.edu/accelerator/program/
https://entrepreneurship.mit.edu/entrepreneurship-internship/
https://entrepreneurship.mit.edu/eirs/
https://en.calameo.com/mit-martin-trust-center/read/0050567201497d472b2d5
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ケース・スタディ 2：Biobot Analytics  

（概要） 

・ Biobot Analytics は下水道から

ウイルス、バクテリア等を検

出・解析する。 

・ 同社技術は、COVID-19 の追

跡調査などに活用されてい

る。 

（起業プロセス） 

・ 2014 年に MIT 都市研究・計画

学部の Carlo Ratti 教授と MIT

生物工学部の Eric Alm 准教授

の発案によるプロジェクトに端

を発する。63 

・ Ratti 教授の研究室と Alm准教

授の研究チームから、現 CEO

の Mariana Matus と、現プレジ

デントの Newsha Ghaeli が 10

名以上の研究チームを率い、

概念実証の研究を行った。64 

 
出典：Office of Innovation HQ 

・ 同社は、研究からビジネス化への移行の過程で、MIT の支援機会を最大限に活用してきた。 

・ 10 万ドルのビジネスコンテスト「MIT $100K Entrepreneurship」と 3 週間のスタートアップ体験プ

ログラム「MIT Fuse」への参加を第一歩に、MITdesignX, MIT Sandbox Innovation Fund Program, 

IDEAS Social Innovation Challenge, MIT Water Innovation Prize（コンペティション）を経て、2017

年の夏に MIT delta v への参加に至った。65 

・ 翌年にはサンフランシスコのアクセラレーター「Y Combinator」に採択され、2020年にThe Engine

からの投資も得た。66  

・ 2021 年には、シリーズ A ラウンドで 2 千万ドルの調達に成功している。67 

 

ケース・スタディ 3: Commonwealth Fusion Systems 

（概要） 

・ ボストン北西の大学都市ケンブリッジに拠点を置く Commonwealth Fusion Systems は、気

候変動対策として全く新しいクリーン・エネルギー源が必要であるという信念に基づき、プラ

ズマ（高温のイオンと自由に動く電子からなる荷電ガス）と呼ばれる状態で起きる核融合の

実用化を目指している。68  

（成長プロセス） 

・ 同社は、2018 年に MIT の核融合研究プログラムからスピンアウトしており、同じく 2018 年に

は MIT のエネルギー関連の産学官連携イニシアチブである MIT エネルギー・イニシアチブ

とも提携し、産学官パートナーとの核融合の共同研究を進めている。69  

https://biobot.io/
https://innovation.mit.edu/pathway-post/biobot-labs/
https://www.mit100k.org/
https://entrepreneurship.mit.edu/mit-fuse/
https://designx.mit.edu/
https://sandbox.mit.edu/
https://pkgcenter.mit.edu/programs/ideas/
http://www.mitwaterinnovation.org/
https://entrepreneurship.mit.edu/accelerator/program/
https://engine.xyz/
https://engine.xyz/
https://cfs.energy/
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・ 2021 年 9 月には核融合の実用化に必要不可欠な技術とされる、強力な高温超伝導電磁石

の実証試験を成功させ、2021 年 12 月に、シリーズ B ラウンドで核融合技術への民間投資

として過去最高額となる 18 億ドルを調達した。70 

・ 同ラウンドを率いたのはニューヨークに本社を構えるベンチャーキャピタル大手 Tiger Global 

Management であり、新たに参加した投資家には、Microsoft 創設者の Bill Gates 氏、

Google、天才投資家として著名な George Soros 氏の Soros Fund Management 等が含まれ

ている。71 

・ 同社はこの資金を基に、マサチューセッツ州デベンズにおけるフルスケール核融合実証炉

「SPARC」の収納施設の建設及び 2025 年の稼働を目指しており、2030 年には初めての

ARC72 核融合発電所の操業を構想している。73 この大型調達を受け、同社の評価額は 40

億ドルと試算されている。74  

 

ケース・スタディ 4：Indigo Ag 

（概要） 

・ Indigo Ag の使命は、サステイナブルな農業を支援するソリューションの開発であり、微生物

技術を活用した種子の販売や、環境に配慮した栽培方法に基づき価格が決定する穀物専

用マーケットプレイス、農地に貯留した炭素や農業において削減できた炭素排出量に応じて

炭素クレジットを支払うプログラム等を提供している。75 

・ Indigo Ag の炭素クレジットプログラムは、土壌の炭素貯留量の拡大に投資する「環境保全

型農業」の促進を目標としており、このような農法で貯留された炭素を、北米カーボン市場

の公平性維持を使命とする環境保護団体 Climate Action Reserve による第三者認証を受

けた排出権として買い取り、それを、炭素クレジット購入を通じた企業価値向上を目指す民

間企業に販売するという仕組みになっている。76 

・ プログラムは 2022 年半ばに開始されており、僅か数週間で約 2 万トン分の炭素クレジット

が購入されている。同社の炭素クレジットを購入した民間企業には、金融大手の JPMorgan 

Chase や Barclays、アパレル大手 The North Face 等が挙げられる。77 

（成長プロセス） 

・ ボストンに本社を構える Indigo Ag は、MIT で医用生体工学博士号を取得し、現在は同社で

最高イノベーション責任者（Chief Innovation Officer：CIO）を務める Geoffrey von Maltzahn

氏らが 2014 年に立ち上げた（旧名は Symbiota）。78 

・ 同社は、ケンブリッジのバイオ技術・サステナビリティ系ベンチャーキャピタルである Flagship 

Ventures（現 Flagship Pioneering）のインキュベーターである VentureLabs（当時）から誕生し

ており、2014 年 11 月に Flagship Ventures からシリーズ A ラウンドで 750 万ドルを得た。 

・ 2020 年 8 月、Flagship Pioneering がリード・インベスターを務めたシリーズ F ラウンドで 3 億

6,000 万ドルを調達し、累計調達額は 12 億ドル、評価額は 35 億ドルに達している。79 同社

は 2022 年 6 月には、米食品大手 Tyson Foods の元最高経営責任者（Chief Executive 

Officer：CEO）で、Google の親会社 Alphabet 傘下の研究機関「X」のリーダーシップーチーム

でサステナブルフードやロボット工学等の先進技術研究を率いた経歴を持つ Dean Banks 氏

を理事に迎える等、気候テック分野の優れた人材を揃えて事業強化を進めている。80 

https://www.indigoag.com/
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5. 気候テックの実証促進：マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センター（MassCEC） 

気候テックの多くは、商用化までに長い年月を要するため、民間投資のみで成長させることが難しく、

公的な支援が必要とされている。ボストンの気候テックへの政府系支援で大きな役割を担っているのが、

準公的機関であるマサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センター（MassCEC）である。81  

・ マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センターは、クリーン・エネルギー・セクターの成長の

ために 2009 年にマサチューセッツ州（州法）によって設立された経済開発機関である。82 

・ 同州（州法）によって設立された再生可能エネルギー信託基金を主な財源としている。83 

・ マサチューセッツ州再生可能エネルギー信託基金は、州内の電力会社の顧客と自治体の電

力部門が支払う 1 キロワット時あたり 0.0005 ドルの給付料金によって運営されており、州の平

均的な世帯は毎月 29 セントを同基金に寄付していることになる。84  

 

出典：マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センター 

 

(1) マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センター（MassCEC）のスタートアップ支援 

マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センターは、様々なプログラムを通して気候テック・スタートア

ップを支援している。起業家は成長ステージの各段階で資金調達を必要とするが、マサチューセッツ・ク

リーン・エネルギー・センターは、特に、アイデア・研究段階と商業化段階との間の資金ギャップを埋める

役割を果たしている。 

・ 設立 10 年間で、900 社以上を支援、3 億 6 千万ドル以上を拠出した。85 

・ これらのプログラムに対し、民間及び連邦政府から 20 億ドル以上の資本投下を呼び込んだ。86  

・ 現在、アーリー・ステージの企業や技術開発への助成・投資、建物や輸送の脱炭素化パイロッ

ト事業、クリーン・エネルギー分野の人材育成研修などのプログラムを実施している。 

（グリーンタウン・ラボとの関係性） 

・ グリーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業のうち、少なくとも 40 社以上が、下記のプログラムを

含め、マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センターの助成金や投資などの支援を受けたこ

https://www.masscec.com/
https://www.masscec.com/about/financial-information
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とがある。87 

・ マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センターのポートフォリオ企業 43 社うち、12 社がグリ

ーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業である。88 

【マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センターによる主な資金提供機会】 

プログラム名 概要 

カタリスト 

(Catalyst) 

・ プロトタイプ製作段階にある企業向けの最大 7 万 5 千ドルの助成金。89 

・ 最終選考に残った応募者はピッチ指導やメンタリングを受ける。90 

・ マスベンチャーズとの連携で運営。マスベンチャーズは、アーリー・ステージ

の技術系スタートアップの資本ギャップを埋めるため、1978 年にマサチュー

セッツ州によって設立された準公的企業。91  

・ 2010 年に始まったカタリストは、これまで 111 社に 600 万ドルを授与し、支援

スタートアップへの 2 億ドル以上の民間投資を誘発している。92  

アンプリファイマス 

(AmplifyMass) 

・ 商業化を目的とした学術機関やスタートアップを対象とした助成金。93 

・ 併せて連邦政府などの主要な助成金とセットで資金獲得を目指す応募者に

は最大 30 万ドル、本プログラム単独での資金獲得が目的の場合は最大 10

万ドルが支援される。94 

イノベートマス 

(InnovateMass) 

・ 商業化の可能性が高いスタートアップへの最大 25 万ドルの助成金。95 

・ エンジェル投資家による初期段階の支援と、VC や戦略的投資家による後期

段階の支援の間に存在する「死の谷」と呼ばれる資金格差に直面している企

業に対して、戦略的支援を行うよう設計されている。96  

・ MassVentures が技術コンサルタントとして参画し、受賞者へのメンタリングな

どを通して成功の確度を上げる支援を行う。97 

2030 ファンド 

(2030 Fund) 

・ シード/アーリー・ステージの気候テック・スタートアップを対象とした 5000 万

ドルの投資ファンド。98 

・ これまで 43 社に合計 2300 万ドル以上の投資を実行し、567 名の雇用を支

え、10 億ドル以上の民間投資を誘発している。99  

【研究と商業化の間の資金ギャップを埋める MassCEC の役割】 

 

出典：Massachusetts Energy Center 10 Year Impact Report 

https://www.masscec.com/program/catalyst-and-dices
https://www.mass-ventures.com/
https://www.masscec.com/program/amplifymass
https://www.masscec.com/program/innovatemass
https://www.masscec.com/program/2030-fund
https://www.masscec.com/resources/masscecs-ten-year-impact-report
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【MassCEC 投資企業のうち、グリーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業】 

企業名 開発技術、製品 

AeroShield シリカエアロゲルの技術を応用した超断熱ガラス 

Alkemy Environmental 産業廃棄物を持続可能な軽量コンクリート骨材にリサイクル 

Blackburn Energy トラック車両のドライブシャフトが回転する力を電気に変換 

Electra 電気化学を用いた超低温での製鉄 

Loci Controls 埋立地でメタンガス回収を最適化するクラウド型プラットフォーム 

Pecos Wind Power 分散型発電用の風力発電 

Sistine Solar ソーラーパネルへのロゴデザインなどを可能とするオーバーレイ 

Sunwealth 商業用太陽光発電への投資会社 

Adept Materials 建物のエネルギー効率を高める多機能建設資材 

Tessolar ソーラーパネルの設置簡易化 

Titan Advanced Energy Solutions 超音波技術によるリチウムイオン電池の高性能・長寿命化 

Transaera 新しい乾燥剤材料を用いた超効率の空調システム 

 

(2) マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センター（MassCEC）によるインキュベーター・

アクセラレーター支援 

 マサチューセッツ・クリーン・エネルギー・センターが支援するのはスタートアップだけではない。マサチ

ューセッツ州内の気候テック・スタートアップの育成を目的とした、アクセラレーターやインキュベーターに

対しても助成金による支援を行っている。 

【MassCEC のインキュベーター・アクセラレーター支援プログラム】 

プログラム名 概要 受賞者 

インキュベート

マス 

(IncubateMass) 

・ 2013 年に始まった州内の気候テック育成に貢献

するインキュベーターを対象とした助成金。100 

・ 年間最大 17 万 5 千ドルの助成金は、施設やイン

フラの構築 、設備購入 、ネットワーキング・イベ

ントやワークショップ、インキュベーター・スタッフ

の専門能力開発などに活用される。101 

・ 2022 年までに、支援先のインキュベーターによっ

て、500 社以上のスタートアップが支援され

11,000 以上の雇用に貢献している。102  

2022 年度は、 

・ グリーンタウン・ラボ 

・ シー・アヘッド 

・ ノース・ショア・イノベ

ンチャーズ 

・ ローンチパッド 11 

に授与された。103 

アクセラレータ

ー・ファンディン

グ・プログラム 

(Accelerator 

Funding 

Program) 

・ 2019 年に始まった気候テック育成に貢献するア

クセラレーターを対象とした助成金。104 

・ 年間最大 12 万ドルの助成金は、運営管理、イベ

ントや教育、賞品、スタートアップへの奨学金など

に活用される。105 

・ 2022 年までに、支援先のアクセラレーターによっ

て、200 社以上のスタートアップが支援され、

39,000 以上の雇用に貢献している。106  

2022 年度は、 

・ クリーンテック・オー

プン・ノースイースト 

・ レバー 

・ MIT 気候・エネルギ

ー賞 

に授与された。107 

https://www.aeroshield.tech/
https://www.alkemyenvironmental.com/
https://blackburnenergy.com/
https://www.electravehicles.com/
https://www.locicontrols.com/
https://pecoswindpower.com/
https://www.sistinesolar.com/
https://www.sunwealth.com/
https://www.adeptmaterials.com/
https://tessolarinc.com/
https://www.titanaes.com/
https://www.transaera.com/
https://www.masscec.com/program/incubatemass
https://www.masscec.com/program/incubatemass
https://greentownlabs.com/
https://www.sea-ahead.com/
https://nsiv.org/
https://nsiv.org/
https://leadingcities.org/launchpad11
https://www.masscec.com/program/accelerator-funding-program
https://www.masscec.com/program/accelerator-funding-program
https://www.masscec.com/program/accelerator-funding-program
https://www.cleantechopen.org/en/page/northeast-en
https://www.cleantechopen.org/en/page/northeast-en
https://leverinc.org/
https://cep.mit.edu/
https://cep.mit.edu/


2023 年 1 月 横浜市米州事務所政策調査レポート 

18 

 

6. ボストンの気候テック・スタートアップへの重層的な支援 

ここまで、ボストンの気候テック・エコシステムの主要なハブとして、グリーンタウン・ラボ、MIT、マサチ

ューセッツ・クリーン・エネルギー・センターを取り上げてきたが、ボストンを中心にマサチューセッツ州内

には、気候テック・スタートアップを支えるまだまだ多くの支援機関やプログラムが存在する。 

【インキュベーター】 

機関/プログラム名 概要 グリーンタウン・ラボとの関係 

マスロボティクス 

(MassRobotics) 

2015 年設立のハードウェア専門

のインキュベーター。パートナー

企業との連携プログラムもある。 

グリーンタウン・ラボ・メンバー/

卒業企業のうち、3 社がマスロ

ボティクスに入居中。108 

ノース・ショア・イノベンチャーズ

(North Shore InnoVentures) 

2008 年設立の技術系のインキュ

ベーター。教育プログラム「North 

Star Programming」も提供。 

グリーンタウン・ラボ・メンバー/

卒業企業のうち、3 社が NSIV

入居中/過去に入居。109 

【アクセラレーター】 

機関/プログラム名 概要 グリーンタウン・ラボとの関係 

アクティベート・ボストン 

(Activate Boston) 

2015 年ベイエリアで設立。2020 年ボ

ストンに拡大。ハードウェア技術の

商業化を目指す科学者プログラム。 

グリーンタウン・ラボ・メンバー/

卒業企業のうち 6 社がアクティ

ベート参加経験。110  

クリーンテック・オープン・ノ

ースイースト 

(Cleantech Open Northeast) 

2005 年設立の世界最大の気候アク

セラレーターの北東部門。Northeast 

Clean Energy Council が運営。 

グリーンタウン・ラボのメンバー

/卒業企業のうち、30 社以上が

同プログラムに参加経験。111 

リーディング・シティ 

(Leading Cities) 

2008 年設立のグローバル非営利組

織。スマートシティ・アクセラレーター

「AcceliCITY」を主催。 

グリーンタウン・ラボのメンバー

/ 卒 業 企 業 の う ち 、 8 社 が

AcceliCITY に参加経験。112 

マスチャレンジ 

(MassChallenge) 

2009 年設立の非営利アクセラレータ

ー。パートナー企業との連携プログ

ラムもある。 

グリーンタウン・ラボのメンバー

/卒業企業のうち 30 社以上が

マスチャレンジに参加経験。113 

シー・アヘッド 

(SeaAhead) 

2018 年設立の海洋分野専門のアク

セラレーター。エンジェル投資家グ

ループ「Blue Angels」も率いる。 

グリーンタウン・ラボ・メンバー/

卒業企業のうち 1 社がシー・ア

ヘッドから支援。114 

テックスターズ・ボストン 

(Techstars Boston) 

2006 年にコロラド州ボルダーで設立

されたアクセラレーター。2009 年ボ

ストンでプログラム開始。 

グリーンタウン・ラボのメンバー

/卒業企業のうち 7 社がテック

スターズ・ボストン参加経験115 

TiE ボストン 

(TiE Boston) 

1997 年設立の起業家による起業家

支援組織。アクセラレーター・プログ

ラム「TiE ScaleUP」を主催。 

グリーンタウン・ラボ・メンバー/

卒業企業のうち、1 社が TiE 

ScaleUp の参加経験。116 

ベンチャーウェル 

(VentureWell) 

1995 年設立の非営利の科学技術イ

ノベーター支援組織。アクセラレータ

ー「ASPIRE」、「E-Team」を主催。 

グリーンタウン・ラボのメンバー

/卒業企業のうち 2 社が、ベン

チャーウェルから投資。117 

https://www.massrobotics.org/
https://nsiv.org/
https://nsiv.org/
https://www.activate.org/boston
.cleantechopen.org/en/page/northeast-en
https://www.necec.org/
https://www.necec.org/
https://leadingcities.org/about
https://leadingcities.org/accelicity
https://masschallenge.org/
https://www.sea-ahead.com/
https://www.sea-ahead.com/blue-angels
https://www.techstars.com/accelerators/boston
https://www.tieboston.org/
https://www.tiescaleup.org/
https://venturewell.org/
https://venturewell.org/aspire/
https://venturewell.org/e-team-grant-program/
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さらに、州内のプログラムや資金獲得機会に加え、多くの気候テック・スタートアップは、州外からの資

金やプログラムを多く活用している。 

【グリーンタウン・ラボ・メンバー/卒業企業が採択された主な州外の機関からの支援】118 

助成金 米国エネルギー省 (United States Department of Energy) 

米国国立科学財団 (National Science Foundation) 

大手アクセラレーター Y コンビネーター (Y Combinator) 

テックスターズ (Techstars) 

500 グローバル (500 Global) 

アルケミスト・アクセラレーター (Alchemist Accelerator) 

SOSV ハックス (SOSV HAX) 

SOSV インディバイオ (SOSV IndieBio) 

近隣州プログラム 

（ニューヨーク） 

 

エイカー (ACRE at Urban Future Lab) 

アーバン・エックス (URBAN-X) 

フォー・クライメート・テック (For ClimateTech) 

 

7. 示唆 

気候変動技術の領域は、プロトタイプや概念実証の期間が長く、実用化や収益化のリスクが高いた

め、資金ギャップも起こりやすい。資金を出す側は出資判断のため、支援をする側は適切な助言のため

に高いレベルで科学的知見が求められる。このようなギャップを埋めるためには、重層的で専門性の高

い支援のパイプラインが必要となる。 

この点、ボストン地域をはじめ、マサチューセッツ州には、大学での起業支援、ウェットラボを備えたイ

ンキュベーション施設、研究開発段階での助成金機会、科学者向けのアクセラレーター・プログラムなど、

専門性の高い支援機会が数多く存在する。ケース・スタディとして例示した、「Form Energy」, 「Biobot 

Analytics」, 「Commonwealth Fusion Systems」, 「Indigo Ag」に見られるように、大学内や大学の周辺に、

大学研究の商業化を後押しする支援環境が発達している。また、大学以外でも、グリーンタウン・ラボや

マサチューセッツ・エネルギー・センターなどの支援機関一つ一つが、気候テック・スタートアップと、スタ

ートアップを支える多様なプレーヤーとのハブとなり、コミュニティを形成している。 

さらに、グリーンタウン・ラボのメンバーと周辺の大学や支援機関との結びつきから示唆されるように、

これら組織間の相互補完的な関係によって、ボストン地域全体で、気候テック・スタートアップが生まれ

育つ環境が出来上がっていると考えられる。加えて、このようなボストンの好環境を享受する起業家は、

本人とチームの能力が高まることで、州外からのさらなる資金獲得や州外のプログラム採択の確度も高

まり、新技術やシナジーを探しに集まってくる大企業との連携可能性も高まる。これらの相互作用が相

乗効果となり、強靭な気候テック・エコシステムが形成されているのだろう。 

2022 年 11 月、グリーンタウン・ラボを拠点とし、超断熱の窓を開発している AeroShield（エアロシール

ド）がシードラウンドの完了を発表した。ボストンの気候テック・エコシステムがどのように機能しているか、

また、どのタイミングでどのような支援が必要とされているかの一例として、AeroShield の起業からシー

ドラウンド完了までの足跡を紹介する。 
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ケース・スタディ 6: AeroShield（エアロ・シールド） 

（概要） 

・ グリーンタウン・ラボ・メンバーの AeroShield は、MIT で開発されたシリカエアロゲルの技術

を応用した超断熱ガラス板を製造している。119 

・ AeroShield によると、現在、トリプルガラスは、コストが高いこと、重量と厚みに対する懸念、

フレームと美観の選択肢が少ないことから、米国での採用率は 5％未満である。AeroShield

の素材を窓の内側に 3mm 入れることで、ペアガラスの厚さと重さでトリプルガラスと同等か

それ以上の性能を実現できる。120 

・ 現在、同社の研究開発は、住宅の窓やドアに集中しており、14 インチ（35.56cm）×20 インチ

（50.8cm）のプロトタイプを製造している。国立研究所で素材の性能と耐久性の実証試験を

実施している。121 

・ 2022 年 11 月 21 日、初期スラムテストに成功したことを発表した。122 

（成長プロセス） 

・ AeroShield は、MIT で機械工学の修士・博士号を取得した Strobach 博士の 6 年にわたる研

究成果（世界で最も透明なシリカエアロゲル）を商品化するため、2019 年に設立された。123 

・ MIT 在学中、MIT Deshpande センター、MIT サンドボックス、MIT ベンチャー・メンタリング・サ

ービスの支援を受け、AeroShield を立ち上げた 2019 年に、MIT クリーン・エネルギー賞、ク

リーンテック・オープン、マスチャレンジといった大学内外の様々なプログラムに参加した。124 

・ 2020 年は、グリーンタウン・ラボへの入居と共に、アクティベート・ボストンやベンチャーウェ

ル「E-Team」に採択され、MIT 卒業生のためのシード・キャピタル「77」からの資金やマサチ

ューセッツ・クリーン・エネルギー・センター（MassCEC）からの助成金を獲得した。125 

・ 2021 年は、ベンチャーウェル「ASPIRE」やグリーンタウン・ラボの「The Healthy Buildings 

Challenge」プログラムに採択され、並行して、国立科学財団、マサチューセッツ・クリーン・エ

ネルギー・センター、エネルギー省から合計で 100 万ドルを超える助成金を獲得した。126 

・ 2022 年 11 月、AeroShield は MassCEC やマスベンチャーなどからの 400 万ドルのシードラ

ウンドの完了を発表した。資金調達は、より大規模な実証製造施設の建設、チームの拡大、

パートナーとの協力による実証プロジェクトでの最初の製品の市場投入に充てられる。127 

【AeroShield の足跡】 

 

https://www.aeroshield.tech/
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AeroShield の事例から、起業と初期段階において、以下の点について実践されていることが分かる。 

① 商業化を目指すにあたっての大学からのサポート、 

② アクセラレーターやインキュベーターからのソフト・ハードのリソース獲得、 

③ 助成金など非希釈性の資金獲得 

これら重層的な支援パイプラインは、この数年で出来上がったものではない、という点も重要である。

例えば、MIT ベンチャー・メンタリング・サービスは 2000 年、クリーンテック・オープンは 2005 年、マサチ

ューセッツ・クリーン・エネルギー・センターは 2009 年、グリーンタウン・ラボは 2011 年に設立された。各

機関が 10 年以上に渡り、同分野にリソースを投入し続けた結果が、今日のボストン地域の気候テック・

スタートアップ・エコシステムと成っている。 

ライフサイエンス領域では、かつてマサチューセッツ州は 10 年で 10 億ドルを拠出する計画128を立て、

世界随一のライフサイエンス・エコシステムの形成に成功した。気候変動も同様に、適切な政策介入が

期待される領域であり、地域エコシステムという観点からも、重層的支援の必要性からも、政府のみなら

ず、地方自治体や地域のアンカー機関の役割も大きい。ボストン地域の事例を踏まえると、特に、気候

テック人材を輩出する大学をエコシステムの中心に据え、行政を始めとした複数の主要機関の継続的

なコミットメントと 10 年スパンでの大胆かつ計画的な投資を実行することが、気候テック領域での地域エ

コシステム形成の前提条件であると考えられるだろう。 
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